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1〉　6月下旬、直江津より

新幹線レールと同規格の

25mレールが運びこまれ
ました。

く1覆エコンクリートエ事も

終わり、障害物はほとんど

なくなりました。軌道や

電気設備工事も始まりました。

夢はもうじき現実に

　いよいよ「ほくほく線普通車両」のデザイン

カラーが決まりました。覆エコンクリートエ事

も終わりレールも搬入済。6月30日には、駅名

も『まつだい』と決定。少しづつ、そして確実

に夢は迫っています。　　（関連記事4ぺ一ジ）
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地
域
子
育
て
支
援
の
核
／

　
本
年
度
、
松
代
町
の
目
玉
事
業
で

あ
る
『
松
代
保
育
園
の
改
築
工
事
』

が
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
十
九
日
に
入
札
が
行
わ
れ
、

本
体
工
事
に
は
六
社
が
入
札
に
参
加

し
、
中
村
・
小
野
嶋
・
司
特
定
共
同

企
業
体
が
、
ま
た
、
電
気
工
事
は
八

社
が
参
加
し
て
行
わ
れ
大
和
電
建
㈱

〉
6
月
24
日
に
は
、
関
係
者
に
よ
る

　
起
工
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
築
工
事
に

　
　
　
着
手
し
ま
し
た

が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
ま
し
た
。
工
事

費
は
、
三
億
七
千
七
百
八
十
万
円
、

仮
契
約
の
後
、
議
会
の
承
認
を
得
て

本
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
は
、
平
成
八
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
、
来
年
度
四
月
一
日
の

開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
改
築
さ
れ
る
松
代
保
育
園
は
、
定

員
八
十
五
名
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ニ
階
建
て
の
建
物
で
、
延
床
面
積
は

千
百
三
十
七
平
方
摺
（
約
三
百
四
十

三
坪
）
、
二
千
八
百
平
方
眉
の
ゆ
っ

た
り
し
た
敷
地
の
中
の
東
側
に
建
設

さ
れ
ま
す
。
屋
根
は
不
凍
液
に
よ
る

融
雪
式
で
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
二
十

台
分
、
ま
た
、
西
側
に
は
排
雪
場
を

兼
ね
た
屋
外
遊
技
場
二
千
三
百
五
十

七
平
方
麿
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
厚
生
省
や
新
潟
県

か
ら
の
補
助
の
適
用
を
受
け
て
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
国
庫
補
助
金
の
保
育

所
整
備
事
業
に
対
し
て
の
「
社
会
福

祉
施
設
整
備
費
等
補
助
金
」
の
ほ
か

「
地
域
子
育
て
支
援
事
業
」
も
導
入

し
、
そ
の
補
助
金
に
よ
り
、
二
部
屋

の
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
も
整
備
さ

れ
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
は
、
少
子
化
対

策
と
し
て
国
が
力
を
入
れ
て
い
る
も

の
で
、
特
に
当
町
に
お
い
て
は
海
外

か
ら
の
花
嫁
さ
ん
な
ど
風
俗
習
慣
の

違
う
保
護
者
か
ら
の
育
児
相
談
の
要

望
に
、
ま
た
、
核
家
族
化
が
進
み
、

子
育
て
経
験
の
な
い
母
親
か
ら
の
相

談
の
要
望
に
応
え
た
も
の
で
す
。

　
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

一
階
に
は
、
育
児
講
座
室
兼
育
児
相

談
室
が
設
け
ら
れ
、
育
児
講
座
も
年

四
～
五
回
程
度
こ
の
部
屋
で
開
催
す

る
ほ
か
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
の

た
め
の
場
所
の
提
供
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
・
過
疎
化

に
よ
り
近
所
に
遊
び
相
手
の
い
な
い

児
童
同
士
の
交
流
や
、
入
園
児
童
と

の
交
流
に
、
月
一
回
程
度
、
遊
び
場

を
提
供
す
る
た
め
に
、
二
階
に
は
未
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台

図書
o
o

　…つ便所．、　機械室

　≦

1
コ ーナー・芒便所

研

1　　　一．一

　　　　1　　　　6　　‘

未入園児童等

交流用保育室　　　　　保育室 保育室
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階平面図

入
園
児
童
等
交
流
用
保
育
室
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
階
床
面
積
は
五
百
十
平
方
㌶
で

職
員
室
や
給
食
室
の
ほ
か
、
三
歳
未

満
児
用
の
ほ
ふ
く
室
、
屋
外
遊
具
庫

や
衣
類
乾
燥
室
が
あ
り
ま
す
。

　
二
階
に
は
五
十
四
平
方
㌶
の
保
育

室
が
三
部
屋
の
ほ
か
、
機
械
室
・
遊

具
庫
・
教
材
室
や
図
書
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
あ
り
、
中
央
の
遊
戯
室
は
広
く

▼

r
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　、r　　、、

　、、
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沐浴

　　シ
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倉庫 ▼

屋
外
所

　，便．　乾

　燥
室

昇降口 ．
乾
燥
室

i
ユ

’

・検収室A・“ 蜘
甲
、
9

未満児便所 調
乳
室’
臼
f

前室　職員便所
　　　　昇降ロ・ホール・廊下

給食室

二．　，；＝＝．＝響鶏

午睡室

乳児室

入
押
入
押
入

湯
沸
室1

職員　　更衣室

育児講座室’， 更衣室　　前室

物入

兼相談室

　　一

膿ほふく室

i
σ

一4

閣 L
保健・休憩室

ρ
押
／
入

職口便所

　職員．

腱
テラス

百
六
十
六
平
方
着
あ
り
、
二
階
の
床

面
積
は
六
百
二
十
七
平
方
眉
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
道
を
挾
ん
で
向
い
側
に
は
平
成

五
年
四
月
オ
ー
プ
ン
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ
の
園
」
が
あ

り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
相
互
に
訪
問
交
流
す
る
な
ど
世
代

間
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
夢
も
広
が
り

ま
す
。

　
「
ほ
の
ぼ
の
園
」
横
に
は
高
床
式

住
宅
で
十
世
帯
入
居
の
「
下
町
住
宅

団
地
」
が
あ
り
、
更
に
来
年
度
は
、

新
し
く
十
二
世
帯
用
の
町
営
住
宅
建

設
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

老
人
憩
い
の
家
や
県
立
松
代
病
院
も

す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
下
町
地
区
一
帯

は
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
『
福
祉
ゾ
ー
ン
』
と
し
て
注
目
さ

れ
、
そ
の
中
に
建
設
さ
れ
る
松
代
保

育
園
は
「
地
域
の
子
育
て
の
核
」
と

し
て
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
．

▲昭和40年に建設された現松代

保育園も、あと8ヶ月余りでと

りこわされます。30年間ごくろ

う様でした。一体、何人の卒園

児を送り出したのでしょう。

改築工事の概要

敷地面積 5，578．78m2

建築面積 7／5．20m2

延床面積 1，137．58m2

1階床面積 509．86m2

2階床面積 627．72m2

外の遊技場 2，357．00㎡

工事賛　377，804，000円
　　　（消費税込み）
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藁
イ

　
　
　
ザ

　
　
　
デ

（Hブルー）

決定しました。

テ事コーナー

【お問い合わせは】

松代町役場振興課

TELO2559－7－300C
FAXO2559－7－230C

　
去
る
一
月
九
日
よ
り
『
ほ
く
ほ
く

線
』
普
通
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
多
く
の
方
か

ら
ご
応
募
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
『
ほ
く
ほ
く
線
』
沿

線
の
十
八
市
町
村
か
ら
、
六
千
七
百

四
十
五
通
、
当
町
か
ら
は
、
八
百
四

十
五
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
募
集
し

た
車
両
デ
ザ
イ
ン
カ
ラ
ー
は
A
か
ら

P
タ
イ
プ
ま
で
の
十
六
候
補
の
中
か

ら
「
H
ブ
ル
ー
」
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
（
表
紙
の
色
を
参
照
）

　
な
お
、
県
立
松
代
高
等
学
校
は
じ

め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
内
学
校

に
は
図
書
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
5
0
年
記
念
作
品
映
画

ひ
め
ゆ
り
の
塔

期
日
　
七
月
二
十
四
日
（
月
曜
日
）

時
間
　
午
後
七
時
よ
り

会
場
　
常
春
ホ
ー
ル
　
全
席
自
由
席

入
場
料
　
☆
一
般
成
人
　
　
千
　
円

　
　
　
　
☆
高
校
生
以
下
　
三
百
円

主
催
松
代
　
町

松
月
の
舞
発
表
会

期
日
　
七
月
三
十
日
（
日
曜
日
）

時
間
　
午
後
一
時
よ
り

会
場
　
二
階
常
春
ホ
ー
ル

主
催
　
松
月
会
　
※
詳
細
は
後
日

　
ま
た
、
応
募
者
の
中
か
ら
、
抽
選

の
結
果
次
の
十
一
名
の
方
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　　　　松福千苧田小室
〃〃〃〃　　　　野荒
　　　　代島年島倉戸野

ぎ
ぜ
ん

い
ち
い
ん

大
巻

さ
ご
い
ん

ぶ
ん
ね
ん

よ
こ
や

山
　
賀

も
え
ん

と
し
の
や

ま
る
ま
ん

浜
　
川

米
持
美
恵
子

富
沢
　
え
み

池
田
さ
よ
子

萬山西柳菅
羽賀潟　井

綾　幸一
子歩子樹聡

鈴
木
し
ず
か

萬
羽
　
信
子

浜
川
　
稔
和

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

パ
リ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

エ
藤
雅
子

　
　
　
　
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

期
日
　
七
月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）

時
間
　
開
場
　
午
後
六
時
三
十
分

　
　
　
開
演
　
午
後
七
時
よ
り

全
席
自
由
席

千
五
百
円

ぐ噸ぐぐく圓ぐぐぐ→＜圓く胴く隙ぐぐ噸→ぐぐぐぐぐく隙ぐぐぐぐぐぐ

糖
尿
病
教
室
開
催

　
　
　
　
　
　
県
立
松
代
病
院

　
県
立
松
代
病
院
に
お
い
て
、
六
月

か
ら
九
月
ま
で
、
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
話
、
食
事
や
薬
、
日
常
生
活
に
つ

い
て
の
ご
相
談
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
六
月
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
下
記
の

と
お
り
、
い
ず
れ
も
県
立
松
代
病
院

の
講
堂
に
お
い
て
、
朝
八
時
半
か
ら

九
時
半
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

会
場
　
常
春
ホ
ー
ル

入
場
料
　
一
般
成
人

主
催
　
山
　
　
彩

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

・
若
井
測
量
事
務
所

■
七
月
十
九
日
・
二
十
六
日

　
『
食
事
療
法
に
つ
い
て
』

　
　
　
桑
原
管
理
栄
養
士
と
看
護
婦

■
八
月
二
十
三
日
・
三
十
日

　
『
薬
物
療
法
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
椿
薬
剤
部
長
と
看
護
婦

■
九
月
二
十
日
・
二
十
七
日

　
『
日
常
生
活
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
科
看
護
婦

ご
希
望
の
方
は
「
内
科
外
来
」
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
暦
七
　
一
二
〇
〇

　ふ
シる
ヨさ
ツと
ピ会
ン館
グー
セ階
ン

タ

i
常
春

須　　　　　　　鱈鍾磨鞠曝

　　　　　　　　　　　　　　　　0

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

期
日
　
八
月
十
八
日
（
金
曜
日
）

時
間
　
開
場
　
午
後
六
時
三
十
分

　
　
　
開
演
　
午
後
七
時
よ
り

会
場
　
二
階
常
春
ホ
ー
ル

※
入
場
料
、
そ
の
他
詳
細
は

後
日
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

うんなさ

知栄ン
㌧L　　　　●
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役票日です。

★
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
⇔

　
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

☆
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
⇔

　
政
党
等
の
名
称
を
書
き
ま
す
。

　
　
〈
注
意
〉
逆
に
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

囹
当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合

　
不
在
者
投
票
所
は
松
代
町
役
場
（
一
階
選
挙
事
務
室
）
で
、
7
月

6
日
か
ら
7
月
2
2
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
投
票
時
間
は
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
の
当
日
、
出
稼
ま
た
は
旅
行
・
出
張
等
で
投
票
所
で
投
票

で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
磁塀卵済ゆ《

敷
。

　
ヘ
ル
メ
Ψ
ト
を

　
　
伽
濯
3
ラ
”
”

つ
0
　
縣

〈
ル

×
Ψ
卜

9
・

0
な
ぜ

ぞ
す

っ

（
駄

ヘルメΨト

貯
　
　
o

箏
睾
篭

　
　
　
　
　
砧
ぐ
…

∠
留

oφ

σ∬．

　イあ
　　1　’
　7り1・

／嚢
ヤ　リフ

£＼～ζ

poζ⇒

岡畝ぐ／2

礁
劇

投
票
区
と
投
票
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
7
時
投
票
開
始

　
投
票
区

第
1
投
票
区
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1615141312111098765432

第
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第第第第第第第
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投
　
　
票
　
　
所

松
代
第
一
区
民
会
館

蓬
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

清
水
小
学
校

桐
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

池
尻
多
目
的
集
会
施
設

池
之
畑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

海
老
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

孟
地
多
目
的
集
会
施
設

滝
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

田
野
倉
多
目
的
集
会
施
設

蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

へ
き
地
保
健
福
祉
館

寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

莇
平
地
区
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー

竹
所
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

松
代
町
総
合
体
育
館

福
島
多
目
的
集
会
施
設

松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
i

木
和
田
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

千
年
公
民
館

苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　室　　小　　　．　　田片　　　　　　　　松
　苧　 野菅荒松　　名野桐海　　清代区　島　木’刈戸代　　 平倉山老　　 水　’
犬’千濁和奈福”新竹莇寺儀、”孟’下池池桐’蓬小域
　中　　’田良　　田太田　　　　　　蒲仙滝・東　　之　　　会　　屋
伏子年峠原立島沢平組所平田明生納沢地山山畑尻山沢平丸

蘭
投
票
所
の
し
め
き
り
時
間
に
注
憲

　
　
　
　
※
太
掌
は
午
後
5
時
に
し
め
き
る
投
票
所
．
そ
の
他
は

　
　
　
　
　
午
後
癒
時
の
し
め
き
り
で
す
。
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イ
ン
ド
古
典
舞
踊
来
日
公
演
〃

　
六
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
松
代
町

ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
イ
ン
ド
古

典
舞
踊
（
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
）

公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
イ
ン
ド
政
府
観
光

局
の
派
遣
事
業
を
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術

館
の
長
谷
川
館
長
の
ご
尽
力
に
よ
り

当
町
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
．

　
当
日
は
、
駐
日
イ
ン
ド
政
府
観
光

局
東
ア
ジ
ア
地
区
総
局
長
の
プ
ル
ニ

マ
・
シ
ャ
ス
ト
リ
ー
女
史
も
特
別
に

来
町
さ
れ
、
イ
ン
ド
の
国
の
文
化
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
は
樋
口
助
役
が
『
松

蹴

　馨　轟鑛

苧
大
権
現
略
縁
起
に
よ
れ
ば
松
苧
権

現
は
お
よ
そ
二
千
年
前
、
古
代
イ
ン

一
撒一

ド
の
マ
ガ
ダ
国
か
ら
五
葉
松
と
青
苧

の
種
を
持
っ
て
我
が
国
に
渡
来
さ
れ

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
』
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る
と
プ
ル
ニ

マ
女
史
は
『
二
千
年
後
の
私
た
ち
は

イ
ン
ド
の
文
化
を
紹
介
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
』
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
バ
ラ

タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
第
一
人
者
ス
リ

カ
ラ
・
バ
ラ
ッ
ト
女
史
の
舞
踊
が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
は
、
イ
ン

ド
の
マ
ド
ラ
ス
地
方
で
踊
ら
れ
る
神

様
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
踊
り
と
し
て

発
展
し
て
き
た
も
の
で
、
手
足
の
動

き
、
顔
の
表
情
な
ど
で
歌
曲
の
物
語

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
上
越
市
、
柏
崎
市
な
ど

か
ら
も
観
客
が
詰
め
か
け
、
常
春
ホ

ー
ル
を
ほ
ぼ
埋
め
つ
く
す
ほ
ど
の
観

客
で
終
始
熱
気
に
包
ま
れ
た
公
演
が

繊
難
羅

皿
離

郵
　
　
、

▲8力国語に堪能な観光局長

　プルニマ・シャストリー女史

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
催
し
物
は
、
北
海
道
の
札

幌
、
福
島
県
昭
和
村
に
続
く
全
国
で

も
数
ヵ
所
だ
け
の
貴
重
な
公
演
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
イ
ン
ド
政
府
観
光
局
に
対

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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松
代
の
山
野
草
い
く
つ
覚
え
た
か
な
？

　
　
　
　
　
松
代
自
然
探
検
隊
春
か
ら
夏
の
編

　
六
月
二
十
四
日
、
児
童
生
徒
と
そ

の
親
を
対
象
と
し
た
「
自
然
観
察
の

会
」
今
年
は
福
島
集
落
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
潟
日
報
の
紙
面
で
も

お
な
じ
み
の
高
橋
八
十
八
氏
を
講
師

に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
氏
の
フ
ア

ン
と
い
っ
た
一
般
者
の
参
加
も
あ
り

四
十
五
名
程
が
参
加
し
ま
し
た
。
福

島
集
落
セ
ン
タ
ー
で
自
己
紹
介
を
し

た
あ
と
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
し

た
が
、
バ
ス
に
分
乗
し
室
野
城
山
の

山
野
草
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
島
集
落
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
さ
さ
ゆ
り
の
保
存
」
と
ブ
ナ

林
を
整
備
し
た
「
ま
る
や
ま
公
園
」

を
見
学
し
、
そ
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
地
域
を
あ
げ
て
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
に
、
参
加
者
か
ら
も

感
激
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
福
島
集
落
セ
ン
タ
ー
に

戻
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
受

講
生
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
シ
チ
ュ
ー

が
大
変
お
い
し
い
と
評
判
で
し
た
。

　
な
お
、
次
回
は
秋
に
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

【
詳
し
い
こ
と
は
】
総
合
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ガ
キ
大
将

「
わ
い
さ
こ
き
講
座
』
は
じ
ま
る

》
巻
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て

　
　
参
加
者
の
み
な
さ
ん

　
野
外
活
動
や
集
団
生
活
を
通
し
て

地
域
や
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
わ
い
さ
こ
き
講
座
」

町
内
の
小
～
高
校
生
二
十
名
が
参
加

し
て
の
開
講
式
が
、
六
月
十
日
総
合

セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
は
、
塾
長
村
山
達
三
さ

ん
（
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
長
）

の
受
講
生
へ
の
講
座
ア
ド
バ
イ
ス
や

事
務
局
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
講
式
が
終
わ
っ
て
、
第
一
回
目

の
講
座
は
野
外
活
動
研
修
で
し
た
。

巻
町
（
西
蒲
原
）
に
あ
る
「
県
立
青

少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
」
に
出
か
け
て

楽
し
く
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
の
講
座
で
は
、

野
外
活
動
の
他
に
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動

と
町
外
の
同
じ
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
と

の
交
流
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
の
問
い
合
わ
せ
等
、
詳
し
い

こ
と
は
、
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
、

社
会
教
育
係
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
盈
七
ー
二
三
〇
一

時記歳

　
昨
年
の
夏
が
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
真
夏
日
と
い
う
言
葉
は
す
っ
か

り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
一
日
の
最
高

気
温
が
摂
氏
三
十
度
を
超
え
る
日
の

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
真
冬
日
は
、

同
じ
く
最
高
気
温
が
零
度
未
満
の
日

で
す
．

　
ま
た
、
熱
帯
夜
と
い
う
言
葉
も
よ

く
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
正
式
な
気

象
用
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日

の
最
低
気
温
が
二
十
五
度
以
上
の
日

の
こ
と
で
す
。
最
低
気
温
は
夜
か
ら

朝
方
に
か
け
て
出
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
熱
帯
夜
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
猛
暑
で
真
夏

日
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
八
月
を
例
に
と
っ
て
、
一
昨
年

の
冷
夏
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

し
晃
　
＋
回

　那高大東札
こ覇松阪京幌
の

よ三三三二十
う十十十十回
に回一一一七＿
’　回回回平
大＿＿＿＿成
阪同同同同五
と三　　　年
高十十二十は
松一四十回一
で回回回）回
は）））　 ）

毎
日
が
真
夏
日
で
し
た
。
気
象
庁
で

は
昨
年
の
夏
の
天
候
を
、
高
温
、
猛

暑
、
小
雨
、
水
不
足
と
特
徴
づ
け
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
清
涼
飲
料
水
や
ビ
ー
ル
が

記
録
的
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
年
で

し
た
。
国
税
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と

昨
年
の
ビ
ー
ル
の
売
れ
行
き
は
対
前

年
比
七
％
の
伸
び
を
示
し
、
酒
類
の

課
税
額
が
は
じ
め
て
二
兆
円
を
超
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
暑
か
っ
た
の
で

長
い
髪
を
束
ね
る
女
性
が
多
く
、
ヘ

ア
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
売
れ
行
き
が

五
十
％
も
伸
び
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
夏
は
食
中
毒
の
季
節
で
す
。
七
月

は
「
夏
期
食
品
一
斉
取
り
締
ま
り
月

間
」
で
す
。
家
庭
で
も
食
品
の
取
り

扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
輪
　
、
．

　
　
　
　
で
　
　
づ
む

’
門
、
（
し
ヘ
ヘ
ひ
ら
も

　
　
て

9
9
．
　
　
　
’

．
二
3
　
（
《

一
璽
協

　
　
　
　
　
9
ぜ
6

亀
9
ノ
　
　
’

　
　
　
　
　
　
（

　
　
9
　
　
　
　
　
0

亀
　
一

　
騨

　
，

　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
し む　『

し㌧

　乙
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ア

リ
の
撃
退
法

殺
虫
剤
や
粘
着
剤
で
退
治

　
ア
リ
は
、
童
話
で
は
働
き
者
の
代

表
と
し
て
「
尊
敬
」
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
普
段
の
生
活
で
は
家
の
中

に
入
っ
て
食
品
に
た
か
っ
た
り
、
植

木
鉢
に
巣
く
っ
て
植
木
を
枯
ら
し
た

り
す
る
「
困
り
者
」
の
一
面
も
持
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
の
ま
に
か
部
屋
に

上
が
り
込
ん
で
、
寝
て
い
る
乳
幼
児

の
口
元
に
つ
い
た
お
乳
に
群
が
っ
て

は
大
変
で
す
．

　
ア
リ
は
砂
糖
や
お
菓
子
類
、
ハ
ム

な
ど
の
動
物
性
食
品
が
好
物
で
す
。

家
の
中
に
え
さ
と
な
る
食
品
を
見
つ

け
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
侵
入
し

て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
え
さ
場
と
巣

穴
を
行
列
し
な
が
ら
往
復
し
は
じ
め

ま
す
。
ア
リ
が
行
列
を
組
め
る
の
は

道
し
る
べ
と
し
て
分
泌
液
を
出
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
行
列
を
分
断

す
れ
ば
家
へ
の
侵
入
を
防
げ
ま
す
。

　
家
の
中
へ
の
行
列
を
見
つ
け
た
ら

ま
ず
侵
入
口
に
市
販
の
有
機
リ
ン
酸

系
の
殺
虫
剤
を
噴
霧
し
ま
す
。
ま
た

侵
入
口
に
二
㎝
幅
で
市
販
の
粘
着
剤

を
塗
っ
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
ア
リ

の
道
を
ふ
き
取
っ
た
り
す
る
と
、
分

泌
物
が
消
え
て
一
時
的
で
す
が
撃
退

で
き
ま
す
。
こ
の
間
に
巣
穴
を
捜
し

ま
し
ょ
う
。
巣
穴
を
中
心
に
、
半
径

五
㎝
の
範
囲
に
市
販
の
巣
退
治
用
の

殺
虫
剤
を
撒
布
し
ま
す
。
周
囲
に
市

販
の
毒
え
さ
を
撒
く
と
、
よ
り
効
果

的
で
す
。
さ
ら
に
、
市
販
の
四
塩
化

炭
素
液
（
え
り
の
汚
れ
落
と
し
に
使

う
透
明
な
液
）
を
巣
穴
に
二
十
～
三

十
配
流
し
込
め
ば
、
四
塩
化
炭
素
液

が
気
化
し
て
巣
穴
の
中
の
ア
リ
は
全

滅
し
退
治
で
き
ま
す
。

　
巣
穴
に
熱
湯
を
流
し
込
む
の
は
、

簡
単
な
ア
リ
の
退
治
方
法
で
す
が
、

そ
ば
に
植
木
な
ど
が
あ
る
と
根
を
傷

め
る
原
因
に
も
な
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。
植
木
鉢
に
巣
く
っ
た
時

は
、
深
い
バ
ケ
ツ
な
ど
の
容
器
に
水

を
入
れ
植
木
鉢
を
浸
し
ま
す
。
三
十

分
位
し
て
ア
リ
が
浮
い
て
き
た
ら
、

水
と
と
も
に
流
し
ま
す
。

※〉K※※※※※※〉く※〉＜※※※※※※※※〉K〉K〉K〉K※〉K※〉く※〉冷冷今令く※※〉く※※※※※※※
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リ

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

…
　
　
　
　
採
血
と
な
り
ま
す
　
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

曹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

曹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
，
1
ー
ー
1
ー
，
l
I
肝
I
I
I
－
I
I
I
I
I
－
I
I
I
一
9
1
1
，
肚
ー
I
I
I
1
8
0
，
ー
I
I
I
I
騨

あ
た
た
か
な

　
　
心
の
贈
り
も
の

　
　
　
　
成
分
献
血
者
6
月
2
日

齊
木
勉
、
室
岡
徹
、
小
野
島
美
津
子
、

田
辺
栄
子
、
牧
野
恵
子
、
尾
身
勇
人
、

春
日
和
子
、
村
山
和
美
、
小
島
正
志
、

関
谷
里
美
、
関
谷
八
郎
、
笠
原
等
、

山
賀
茂
、
柳
利
彦
、
高
橋
ち
あ
き
、

齋
藤
一
良
、
茂
野
孝
藏
、
山
口
典
子
、

柳
健
一
、
小
堺
月
子
、
長
谷
川
昭
宏
、

市
川
健
司
、
中
村
妙
子
、
柳
裕
子
、

室
岡
由
紀
子
、
小
野
島
友
美
、
柳
優
、

齋
藤
徳
人
、
関
谷
正
義
、
高
橋
尚
志

傷
病
賜
金
（
目
症
）
の

　
　
　
　
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　
恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年

七
月
一
日
か
ら
傷
病
賜
金
（
目
症
）

の
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
下
士

官
以
下
の
旧
軍
人
で
、
公
務
に
よ

り
受
傷
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が

第
一
目
症
又
は
第
二
目
症
で
あ
る

方
に
、
傷
病
賜
金
（
一
時
金
）
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
給
額
は
、
第
一
目
症
四
万
八

千
円
、
第
二
目
症
は
三
万
二
千
円

で
す
。

　
な
お
、
過
去
に
傷
病
恩
給
や
、

傷
病
賜
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
は
、
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

《
請
求
に
関
す
る
お
冊
合
せ
先
》

新
潟
県
民
生
部

　
　
　
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
室

盈
〇
二
五
ー
二
八
五
－
五
五
一
一

総
務
庁
　
恩
給
局
第
一
課

岱
〇
三
－
五
二
七
三
ー
一
三
三
〇

　
以
上
三
十
名
の
方
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
成
分
献
血
は

一
人
当
た
り
の
採
血
時
間
が
長
い
た

め
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
献
血
に
お
出
で
い
た
だ
い
て
も

時
間
の
都
合
で
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
役
場
住
民
課

保
健
衛
生
係
に
希
望
時
間
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
の
献
血
予
定
は

　
　
七
月
　
二
十
日
㈲
全
血
献
血

　
　
十
月
二
十
五
日
㈲
成
分
献
血

　
十
二
月
二
十
五
日
㈲
全
血
献
血

　
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
．

献
血
活
動
に

　
　
　
協
力
し
ま
す

オ
リ
ツ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
エ
ー
ブ

　
　
　
イ
チ
ロ
ー
選
手
（
二
士
歳
）

　
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
か
ら
、

野
球
漬
け
の
毎
日
。
試
合
や
練
習
が

終
わ
っ
て
疲
れ
が
と
れ
に
く
い
時
な

ど
は
、
本
当
に
健
康
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
す
。
試
合
で
活
躍
で
き
る
の

も
、
健
康
な
カ
ラ
ダ
が
あ
っ
て
こ
そ

な
ん
で
す
ね
。
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
苦

し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
僕
た
ち
の

献
血
で
健
康
な
身
体
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
献
血

活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
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グ
ァ
ム
遠
島
の
刑
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
新
井
市
阿
　
部
　
芳

孝

海
外
旅
行
初
体
験
の
自
分
に
と
っ

て
、
三
泊
四
日
の
グ
ァ
ム
島
遠
島
の

旅
は
ど
た
ば
た
珍
道
中
で
あ
り
ま
し

た
が
、
す
べ
て
が
新
鮮
と
驚
き
で
最

高
に
心
に
残
る
楽
し
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
で
は
経
験
で
き
な
い
ピ
ス
ト

ル
の
実
弾
射
撃
、
ト
ラ
ッ
ク
を
猛
然

と
駆
け
回
る
ド
ッ
ク
レ
ー
ス
。
ま
た

グ
ァ
ム
島
で
の
海
水
浴
で
は
、
た
っ

た
三
時
間
、
そ
れ
も
午
前
中
陽
に
浴

び
た
だ
け
で
肌
は
も
う
立
派
な
小
麦

　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　交通事故など，第三者の行為によってけがなどをした場

合でも、国保で治療が受けられます。

色
と
、
日
本
と
の
違
い
を
身
体
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
変
良

く
し
て
い
た
だ
き
、
出
発
前
の
不
安

も
ま
っ
た
く
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。今

回
の
グ
ァ
ム
島
旅
行
は
、
五
感

（
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触

角
）
を
フ
ル
に
発
揮
し
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
米
が
安
く
日
本
へ
輸
入

　
　
　
　
○

　国保で治療を受ける場合，国保へ

の「第三者行為による傷病届」が必

要です。交通事故にあったらすぐ警

察に届け￥事故証明書をもらうと同

時に，国保担当の窓口への届け出を

忘れずに。

○

さ
れ
る
と
な
れ
ば
大
変
だ
と
い
う
危

機
感
も
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
旅
を
与

え
て
く
れ
た
村
山
隊
長
、
越
後
ま
つ

だ
い
冬
の
陣
の
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
『
の
っ
と
れ
松
代

城
』
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。こ

れ
か
ら
遠
島
の
旅
に
参
加
す
る

方
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、

つ
い
う
っ
か
り
魚
の
生
物
を
注
文
し

て
食
べ
て
み
て
も
腹
具
合
は
ま
っ
た

く
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
よ
。

次
回
は
城
主
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
！

　
　
　
　
○

○○

二交通事故と国保二

・
，
（
n

隻
　
　
）

．
〈
n

国劇

　　学生の保険料　　『』『、・，蝋

保講穎犠霧蓉朧鑑
んどです。そのため、親の負担
が過大にならないように親元世　距鯉1雛
帯の所得状況によつて巖料が長囑

免除されます。具体的には、親

袈難讐鱗馨翫蘂、
超える場合は免除されないとい

　基準額を年収べ一スにした

　　　　　　　場合の免除の範囲

同　居 別　居

国公立 約620万円 約680万円
私　　立 約710万円 約770万円

（サラリーマン4人世帯で学生1人の場合）

○

印かん

κ

o保険証

　　　　～
　　　。。軸〃

○事故証明書

事古塩D膳’

　》＿　　　“り卿　》《蜘一　　禍のノ
　リ＿　　　晒釦

＼》／蓄

鋤ノ
　
，
薦

．
一
σ
攣

　
“
『
．

　第三者の行為によって受けた傷病の医療

賛は、原則として加害者が全額負担すべき

ものです。したがって￥国保で治療を受け

ると￥国保は加入者の医療費を一時的に立

替え￥あとで加害者に請求することになり

ます。

　国保に届け出る前に￥カロ害者から治療費

を受けとったり￥示談を済ませてしまうと，

国保が使えなくなることがあります。示談

を結ぶ前に￥必ず国保へご相談ください。

　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　○

軌
（
●

　
ム

一
一

・
瀦
（
●

○

　　　　　　便利な口座振替制度

ロ座振替ですと、あなたの指定の

口座から自動的に引き落とされ、

納付のためにそのつど金融機関ま　、．　、．、、．

で出向かなくて済みます。納め忘義oo、，v・，1

麓誘雲醗腱纏泰塾』』7繕
す。

手続きは取扱い金融機関へ直接お申し込みください。

　　、、、，，　①送付された納付書
　ダ　ニの　ぱ

・・彰織②預灘機関風出印

以上をお持ちのうえ「ロ座振替依頼書」に必要事項を

記入してお申し込みください。
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県高校総体
　　　体操競技大会

女子チーム　優勝

男子チーム　三位

　
六
月
三
日
と
四
日
、
総
合
体
育
館

で
は
第
四
十
八
回
新
潟
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
「
体
操
競
技
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
有
力
三
十
一
校
が

参
加
し
て
の
体
操
競
技
。
第
一
日
目

の
「
規
定
演
技
」
で
は
女
子
が
優
勝
、

男
子
は
三
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
「
自
由
演
技
」
女
子
は

段
違
平
行
棒
で
苦
戦
し
ま
し
た
が
、

得
意
の
「
ゆ
か
」
の
頑
張
り
で
二
位

の
吉
田
商
業
を
退
け
、
み
ご
と
総
合

優
勝
を
な
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
男
子
は
善
戦
し
ま
し
た
が
、
優
勝

の
新
潟
青
陵
、
二
位
の
十
日
町
高
校

に
次
い
で
三
位
。
地
元
開
催
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
男
女
と
も
の
び
の
び
し
た
演
技

で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
優
勝
の
松
代
高
校
女
子
チ
ー
ム
は

長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
北
信
越
大
会

と
、
鳥
取
県
米
子
市
で
開
催
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。　

北
信
越
大
会
で
は
、
残
念
な
が
ら

七
位
の
成
績
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

八
月
開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
文

字
通
り
高
校
生
活
最
後
の
体
操
競
技

と
な
り
ま
す
。
悔
い
の
な
い
演
技
を

期
待
し
ま
す
．

〈
健
康
は
歯
か
ら
始
ま
る
？

受
診
率
は

　
九
割
以
上

10

ぶ
る
さ
と
寄
席

林
家
こ
ん
平
独
演
会

6月16日

明
目
の
元
気
は
笑
い
か
ら
〃

　
昼
夜
二
回
の
講
演
で
し
た
。

魔
諸
鐘
、

　
　
　
、
馨
．
畿
．
、

　
　
　
灘

緩蓑，

転
蜜鱗

乏、1、“

　
　
　
’
　
乳
ヤ
ー

熱
演
す
る
こ
ん
平
師
匠



今
年
は
金
曜
夜
に
出
発
〃

　
　
　
　
　
　
　
第
（
回
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ワ

蕪
▲越菅橋にて

　
梅
雨
空
の
晴
れ
間
を
ぬ
う
よ
う
に

行
わ
れ
た
第
八
回
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
。

　
今
年
は
、
六
月
九
日
の
金
曜
日
に

出
発
し
ま
し
た
。
時
問
も
、
一
時
間

繰
り
下
げ
て
午
後
十
時
、
花
火
を
合

図
に
元
気
よ
く
三
十
キ
ロ
の
夜
間
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
、
学
校
は
毎
月
第
二
と

第
四
の
土
曜
日
は
お
休
み
。
し
か
し

保
護
者
は
土
曜
日
で
も
勤
務
と
い
う

方
も
あ
り
、
参
加
者
は
昨
年
と
同
じ

五
＋
名
で
し
た
．

　
事
故
も
な
く
着
い
た
最
終
チ
ェ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
口
H
　
ロ
H

　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
6

ク
の
会
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
前
で

は
、
空
も
し
ら
じ
ら
。
途
中
の
清
水

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
晩
中

照
明
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
後
で

聞
く
と
、
セ
ン
タ
ー
前
の
ブ
ナ
林
で

結
婚
式
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
手

づ
く
り
の
結
婚
式
の
準
備
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
．

　
体
育
館
で
の
最
終
ゴ
ー
ル
は
午
前

四
時
二
十
二
分
、
朝
焼
け
雲
で
空
は

真
っ
赤
。
何
か
妙
に
思
い
出
が
残
る

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
で
し
た
。

第
3
3
回
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

　
　
第
8
地
区
（
上
越
）
大
会
参
加
者
七
百
七
十
人
！
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楽〉㊤）《④〉函ポ㊥働

町では招

麟露蒙

濾
－

好
評
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
仮
設
の
ス
ロ
ー
プ
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

▲
健
常
者
よ
り
元
気
η

　
　
風
船
送
り
リ
レ
ー

獣
露

》
勇
壮
な
松
苧
太
鼓
は

　
　
　
参
加
者
を
魅
了

　・一蓼罐1闘

膿鰍・　クトス
　三位JAしぶみ

　　　　　　　二位　五十嵐文夫（原田屋肉店）

襲響臨覇四位太田　宏（第四支店長）

　　　　　　　※今回の優勝者は、通算12回目の

　　　　　　　優勝で、そろそろ後継勝者を望む

　　　　　　　ところです。カップの重みがこた

　　　　　　　えます。若手ガンバレ！

、
灘灘露

　
黙灘

　
騰鰹灘構

春季ソフトボ噸会6月77日

璽勝鰍季弊、身～
垂親町イーグノレス

誰稗藩し劇
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O

第
二
回

　
　
　
幹
事
　
若
　
井
　
　
　
幸

　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
も
ぜ
ん
・
神
奈
川
県
厚
木
市
在
住
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
六
月
十
八
日

（
日
曜
日
）
、
上
野
御
徒
町
駅
前
の
吉

池
さ
ん
の
会
場
を
お
借
り
し
て
、
第

二
回
目
の
「
よ
も
ぎ
会
」
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
幹
事
一
同

ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
大
変
忙
し
い
中
、
故
郷
か

ら
は
蓬
平
区
長
「
お
前
」
の
俊
二
さ

ん
、
町
会
議
貝
の
「
松
兵
エ
」
若
井

君
男
さ
ん
の
お
二
人
と
、
山
菜
等
故

郷
の
味
の
紹
介
と
販
売
を
兼
ね
て
、

小
堺
ミ
ネ
子
さ
ん
「
五
郎
作
」
小
堺

エ
ツ
子
さ
ん
「
日
本
橋
」
の
四
名
の

方
々
が
、
お
忙
し
い
中
来
京
さ
れ
、

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
日
は
梅
雨
の
さ
な
か
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
珍
し
く
上
天
気
に

恵
ま
れ
て
各
地
区
か
ら
三
々
五
々
参

集
い
た
だ
き
、
総
勢
八
十
名
に
も
な

り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
無
事
を
祝
い
な
が
ら
、
昔
を

そ
し
て
故
郷
を
語
り
合
い
、
有
意
義

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
都
合
悪
く
参
加
で
き
な
か
っ

た
多
数
の
仲
澗
た
ち
が
参
加
く
だ
さ

り
、
ま
た
、
昨
年
一
足
先
に
顔
馴
染

と
な
っ
た
大
勢
の
人
と
の
再
会
が
で

き
、
故
郷
を
結
ん
で
強
い
絆
と
親
睦

の
輪
が
広
が
っ
た
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　
特
別
企
画
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
特

産
品
コ
ー
ナ
ー
を
故
郷
の
お
姉
さ
ん

方
が
担
当
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、

大
好
評
で
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
来
年
は

ぜ
ひ
、
量
・
種
類
を
増
し
皆
さ
ん
に

ゆ
き
わ
た
る
よ
う
配
慮
願
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
土
産

ま
で
い
た
だ
き
、
紙
面
を
お
借
り
し

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
若
井
広
次
さ
ん
（
久
八
）

が
「
よ
も
ぎ
会
音
頭
」
を
作
詞
し
て

下
さ
り
、
こ
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た

の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
名
司
会
の
武
男
（
平
次
郎
）
喜
作

（
久
平
エ
）
の
両
名
で
歌
に
踊
り
に

三
時
間
が
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
去
り

最
後
に
故
郷
を
思
い
な
が
ら
全
員
で

「
北
国
の
春
」
を
合
唱
し
、
楽
し
い

μ
タ
ー
ン

希
望
の

　
　
　
み
な
さ
ま
へ

　
松
代
町
で
は
、
U
タ
ー
ン
希
望
の

皆
さ
ま
に
、
上
越
圏
・
十
日
町
圏
の

求
人
情
報
（
職
業
安
定
所
発
行
）
や

「
広
報
ま
つ
だ
い
」
を
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
最
近
、
住
所
を
変
更
し
て

も
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
方
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
引
っ
越
し
さ
れ
た
ら

お
手
数
で
も
係
ま
で
ご
一
報
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
広
報
紙
や
、
求
人

　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

住
所
変
更
の
方

　
広
報
ま
つ
だ
い
希
望
の
方

　
　
求
人
情
報
希
望
者
の
方

〒
麗
－
1
5
新
潟
県
東
頸
城
郡

松
代
町
大
字
松
代
3
2
5
2
番
地
－

　
　
　
　
松
代
町
役
場
　
振
興
課

　
　
　
　
（
ふ
る
さ
と
会
館
内
）

T
E
L
O
2
5
5
9
1
7
1
3
0
0
0

F
A
X
　
　
　
　
　
　
7
1
2
3
0
0

情
報
を
ご
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に

そ
の
旨
と
、
住
所
、
氏
名
、
郵
便
番

号
を
明
記
の
上
、
右
記
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
（
経
費
、
及
び
送
料
等

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

機
，

細
鍵
麟

簸
胤潔－

豪
勢
婁

も
　
ぺ

「
F
』

｝
、
二
一

臼
卿
』
『

へ
び
　
　
ヤ
ロ

亟
■
一

饗
．

歴
塑
、

　
　
　
．
亀
露
羅
ヤ
、
．
．
、
y
．
．
．
．
．
、
、
．
博
｝
｝
葦
｝
、

　
　
　
　
　
　
驚
・
繋

～
㌃
ケ
撫
．
脚
・
・

　
　
　
　
瓶
灘

思
い
出
の
一
ぺ
ー
ジ
を
飾
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
で
二
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
幹
事
一
同
運
営
も
手
慣
れ
、
昨

．
年
に
比
べ
気
持
ち
の
上
で
は
様
変
わ

り
し
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
至
ら
な

　
　
　
　
●

い
こ
と
の
多
い
中
、
目
一
杯
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
故
郷
出
身
の
皆
様
、

　
一
人
で
も
多
く
主
旨
を
ご
理
解
さ
れ

　
「
よ
も
ぎ
会
」
に
参
加
さ
れ
る
よ
う

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
幹
事
一
同
皆
様
が
楽
し
く
会
合
で

き
る
よ
う
会
を
発
展
さ
せ
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
故
郷
の
皆
様
・

会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
を
お

願
い
致
し
ま
す
．

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
．

　
　
　
　
　
平
成
七
年
六
月
二
十
日
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露
　
　
　
　
　
㌧
グ
　
／
　
　
　
－
　
－
　
’
　
　
想
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　

冴
／
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
堵
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　

　

ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
プ
』
，
ら
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
ロ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ
r
ロ
ー
1
臨
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
》
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
ー
　
　
ー
　
》
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
「
、
』
ギ
　
ロ
、
－

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
鼠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
　

　
「
　
　
一
「
　
一
　
　
　
　
　
　
　
β

　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
』
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
ロ

鍔
撫
輔
僻
皿

　
　
し
ぶ
み
句
会

濃
緑
の
山
迫
り
く
る
始
発
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

よ
　
べ

昨
夜
の
雨
更
に
重
た
き
花
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

夏
草
を
刈
り
終
え
一
服
は
れ
ば
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
べ

睡
蓮
の
溺
れ
ん
ば
か
り
昨
夜
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

八
海
の
山
容
映
す
植
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

あ
ぜ
草
の
も
じ
ず
り
草
を
刈
り
残
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

浅
蝟
汁
夕
べ
の
酔
い
の
残
る
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

放
牧
の
孕
み
牛
診
し
帰
り
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

山
つ
つ
じ
炎
ゆ
れ
ば
風
の
ま
つ
わ
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
子

し
み
じ
み
と
新
茶
転
が
す
舌
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

逞
し
く
天
に
向
か
い
て
朴
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

雨
上
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
栗
匂
う
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峰
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．
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期
は
五
月
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六
月
頃
で
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色
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朱
色
、
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色
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に
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化
が
多
い
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れ
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れ
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頃
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花
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で
「
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葉
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形
は
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ら
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が
あ
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落
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木
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公
園
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植
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し
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評
価
さ
れ
て
い
る
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燭瀞

　　ゆ　き　お
室岡優紀雄玩

　　5　歳
仙納・かみおやけ

山本あゆみ荒

　　5　歳
犬伏・じんねん

　　まさ　と
川崎真人玩
　　5　歳
桐山・こえん

　　　あき　こ
小野島彬子曳

　　4　歳
松代・小野島歯科

常に挑戦〃

放送大学学生募集！

　放送大学の新潟地域学習セン

ターでは、放送授業を収録した

ビデオテープ・オーディオテー

プを利用し、広く社会人などに

大学教育の機会を提供して生涯

学習の要望に応えています。

　入学試験はなく18歳以上の方

ならどなたでも入学できます。

約300の授業科目がありますの

で幅広い分野から自由に選べま

す。また、1科目だけ学ぶこと

もでき、土曜日・日曜日もご利

用できます。

　放送大学では、7年度第2学

期（10月操業開始）入学の学生

を下記により募集します。

【募集人員】　6，000人

　選科履修生（1年間在学）

　科目履修生（6ヵ月間在学）

【願書受付期間】

　7月15日（土）～8月15日（火）

【操業開始】　10月1日（日）

【入学料】選科履修生6，000円

　　　　科目履修生4，000円
【授業料】1単位当り4，000円

※概ね1科目2単位ですので多

くの場合8，000円となります。

※テキスト（印刷教材）費用は

上記授業料に含まれています。

【募集要項】無料で配布してい

ます。電話、またはハガキで下

記にお申し込みください。

放送大学新潟地域学習センター

　〒951新潟市旭町2番町746
　　　（新潟大学旭町地区内）

　　　　　智　025－228－2651

　夏休み・お盆を迎え、帰省客

や観光客で松代町の人口も急激

に増加し、火を取り扱う機会が

多くなることから、この時期に

おける「火災予防」を目的に実

施します。

◎お盆のため、仏壇回りからの

火災防止　◎台所をあずかる主

婦への「うっかりや不注意」に

対する出火防止　◎夏休み中に

おける子供の火遊びや、花火に

対する火災防止　◎学校等、公

共施設使用後の『火の元確認』

を徹底させる。

自衛官等募集案内
　　　　　　（高卒用）

【一般曹候学生・曹候補士】

高卒（見込）で21歳未満の者

★受付　8月1日～9月8日
★試験　一次　9月17日

　　　二次　10月5日～10日
★合格発表　一次　9月29日

　　　　　二次　11月17日
【2等陸・海・空士】

　　18歳以上27歳未満の者

★受付　8月1日～9月15日

★試験　男子　9月中旬以降

　　　女子　9月21日～22日
★合格発表　男子　1ヵ月以降

　　　　　女子　11月10日

　いずれも、平成8年3月新規

高等学校卒業予定者の受付は、

9月5日から実施します。

《お問い合わせ》

上越市本町6丁目1－23
　自衛隊新潟地方連絡部

高田募集事務所智0255－23－5519

職業訓練センターコースの案内

★訓練科目及びコース内容

①2級塗装　8／22～12／22　夜

　・2級塗装技能士試験の学科

　　試験が免除される

②乙種危険物　9／11～11／30夜

　・乙種第四類危険物試験資格

　　取得コース

③ワープロ　8／21～9／30夜

　・ワープロ操作技術の習得

　・国家資格取得コース有り

★定員　10名

★場所　上越市高土町3－1－12

★申込期間　各コースとも

　　　講習開始2週間前まで
★問い合わせ

　上越地域職業訓練センター

　　　　　盈0255－23－0737

　ハローワークでは、Uターン

就職希望の方への情報提供の一

環として「Uターン就職ガイダ

ンス」を開催します。Uターン

希望の学生・社会人に限らず、

どなたでもお気軽にお出かけく

ださい。

《とき》

8月14日（月）午前10時～午後4時

8月15日（幻午前10時～午後3時

《ところ》　上越観光物産セン

ター（リージョンプラザ隣）

企業懇談コーナー（約50社参加

予定）企業情報コーナー・求人

情報コーナー・職業相談コーナ

ーなど（企業懇談は14日のみ開

催　正午～午後3時）

ハローワーク上越盈0255－23－6121
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　　　雇用保険

新制度のご案内
①平成7年4月1日から高年齢
雇用継続給付、並びに育児休業

給付の制度が新設されました。

②この制度は60歳時点よ～）一定

割合以上賃金が低下した状態で

働いている場合、または1歳未

満の子を養育するため育児休業

を取得している場合が対象とな

ります。

③この制度の経過措置対象者の

届け出期限は平成7年7月31日

までとなっています。期限を過

ぎますと一部分支給が受けられ

ない場合がありますのでご注意

ください。

④詳しいことやご質問は、上越

公共職業安定所奮0255－23－61

21までお問い合わせください。

　楽しい水遊びの季節がやって

きましたが、この時期は一年中

で水の事故が多く、油断は大敵

です。水と親しみ、楽しく遊ぶ

ためにも「いざ」という時に役

立つ救急法を実施してみません

か。お気軽に連絡ください。

蒔

鰯嚇

』
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　松代町民の皆さま、

温かいご支援をありが

とうございます。

　1月17日の震災発生以来、松

代町民の皆様から温かい励まし

と多くのご支援を頂いてまいり

ました。心からお礼申し上げま
す。

　6ヵ月が経ち、神戸市内では

復興にむけてのつち音が響き、

人々の生活も徐々にではありま

すが、落ち着いた状態に戻りつ

つあります。

　長く険しい道のりではありま

すが、神戸を今まで以上に魅力

ある町としてよみがえらせるよ

う努力してまいりますので、引

き続きご支援を頂きますようお

願いいたします。

　平成7年7月
　　神戸市長　笹山　幸俊

　毎年7月は「社会を明るくす

る運動」の強調月間です。

　この運動は、すべての国民が

それぞれの立場において力を合

わせ、犯罪や非行の防止と罪を

犯した人たちの立ち直りに暖か

い愛の手をさしのべ、犯罪や非

行のない明るい社会を築こうと

する運動です。

　本年度の重点目標は『少年の

非行防止と更生のため、地域住

民の理解と参加を求める』です。

　私たちの地域社会から非行に

走る少年を出さないよう一人一

人が力を合わせましょう。また

不幸にして非行に陥った少年の

更生を援助しましょう。

　『、～、れあいと

　　　　対話が築く

　　　　　　明るい社会』

松代町短歌同好者座談会

《日時》7月23日（日）

　　　午後1時30分～4時30分
《場所》レストビレッジ峰

《参加費》無料です。

　短歌に関心のある方なら老若

男女を問いません。どなた様の

参加も歓迎いたします。

　近年、老人医療や在宅看護へ

の関心や必要性が高まる中で、

作業療法士にも福祉・医療・保

健を視野に入れた活動が求めら

れています。このような中で、

作業療法士会として貢献できる

ことをと考え、平成4年度から

公開講座を開催してきました。

　本年度は下記のとおり講演会

を計画しました。他職種の方々

との情報交換や交流の場として

また、一般市民の方々にも参加

していただき、もし家族が倒れ

たり、寝たきりになった時の対

応の一助となるように施設利用

についての知識、理解を深める

と共に、意見交換、交流の場と

なるようご案内します。

【演題】上手な施設の使い方

【講師】佐々木勝則先生（長岡

　三子老人福祉会　老人保健施

　設「グリーンヒル与板」事務長

　兼　主任相談指導員）

【日時】　7月23日14：00～16：00

【場所】上越文化会館中ホール

【参加費】500円（当日受付）

【申し込み・問い合わせ】

　国立療養所犀潟病院

　付属リハビリテーション学院
Tb10255－34－3131　　（蓉）252

　　　　　　　長崎重信まで

作業療法士（OT）とは

身体障害者などに、職業につく

訓練を指導する医療補助技術者

※似た言葉に理学療法士（PT）

がありますが、マッサージ、運

動、入浴、電気治療などの理学

的治療を施す専門技術者のこと

で、近年、リハビリを目的とす

る病院等が増え、そこに従業さ

れている例が多いとのこと。
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小堺美代子さん
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松
代
町
の
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま

し
て
。
今
年
、
松
代
高
校
を
卒
業
し

て
、
地
元
で
社
会
人
一
年
生
と
し
て

ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
で
働
い
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
仕
事
な
の
で
、
右
も

左
も
分
か
ら
な
く
、
つ
ら
く
て
一
日

が
と
て
も
長
く
感
じ
た
時
も
幾
度
か

あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
の
か
た
が
た

の
と
て
も
温
か
い
心
遣
い
に
励
ま
さ

れ
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
で

は
職
場
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
充
実

し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
在
学
中
は
、
松
代
町
を
出
て
都
会

へ
行
く
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
卒

業
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
人
間
の
人
生

観
の
よ
う
に
移
り
変
る
四
季
折
々
の

自
然
や
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
こ
ん
な

す
ば
ら
し
い
故
郷
を
離
れ
た
く
な
い

と
い
う
意
志
が
強
く
な
り
、
ず
い
ぶ

ん
悩
み
ま
し
た
が
、
今
で
は
松
代
町

に
残
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
都
会
に
出
た
友
達
も
、
松
代
町

に
帰
り
た
い
な
ど
と
い
い
、
松
代
に

残
れ
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
私
は
こ
の
町
に
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
れ
ば
良
い
の

に
と
思
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
は
、
地
域
の
か
た
が
た

と
の
交
流
の
機
会
が
無
く
、
朝
の
あ

い
さ
つ
を
す
る
程
度
で
し
た
が
、
今

で
は
い
ろ
い
ろ
な
人
達
が
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
地
元
の
青
年

会
の
か
た
が
た
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
に
で
て
こ

ね
え
か
と
誘
っ
て
く
れ
る
の
で
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
わ

頃
運
動
不
足
の
体
に
心
地
よ
い
爽
や

か
な
汗
を
か
き
、
つ
い
で
に
疲
れ
も

取
れ
一
石
二
鳥
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
松
代
町
の
住
人
と

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
で
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て

く
ん
ね
か
い
。
　
　
　
　
お
わ
り

　男　2，371人　　（＋1人）

　女2，438人（＋2人）
　計4，809人（＋3人）
世帯数1，483世帯（一1世帯）

　出生2人　　苑亡2人

　転入8人　　転出5人
　　　（7年6月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
國
圃

▼
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
る
は
ず
が

な
い
。
そ
う
思
っ
て
出
か
け
る
と
本
当

の
こ
と
な
の
で
び
っ
く
り
。
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
先
日
も
福
島
の

高
橋
八
十
八
さ
ん
か
ら
電
話
を
い
た
だ

き
「
松
代
の
九
州
屋
さ
ん
ヘ
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
ご
一
緒
に
い
か
が
…
」
や
は
り

実
際
の
経
験
で
こ
そ
認
識
は
深
ま
る
と

思
い
ま
し
た
。
▼
も
う
じ
き
梅
雨
明
け

で
す
。
今
年
の
夏
の
計
画
、
は
っ
き
り

決
ま
り
ま
し
た
か
？
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置薩膨翻回
（5月26日～6月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

小堺章司・樋口恭子さん

　　　　　　（松代・司工務店）

　げんきな良い子に（出生）
　　ゆきひろ
高橋幸広ちやん等・千恵子

　　　（男の子・松代・広多屋）
　　たく　や
関谷拓也ちやん悟・牧子

　　　（男の子・松代・芳美屋）
　　　さつき
丸山　皐ちやん，文雄・真由美

　（女の子・松代・善宗塚住宅）

　ご冥福を祈ります（死亡）

南雲文吉さん　　　　71歳

　　　　　　　（室野・沖野屋）

池田イトさん　　　　83歳

　　　　　　　（田野倉・村上）

　　oこわず
　　　　いちじなまつだい＊するは一時、名は末代

困難なこと、苦しいことといっ

のは、その時だけがまんすれば

おさまるものだが、万一、すべ

きことをしなかったとすれば、

対面はずっと損なわれたままで

あるということ。

＊カエルが盛んに鳴くと雨

　科学的に証明できませんが、

両生類であるカエルは水が好き

ですから、雨が降る何らかのパ

ターンを察知して予知している

のかもしれません。ほかに「ト

ンビの高鳴きは風」、「朝バト鳴

くと雨、夕鳩鳴くと晴れ」、「ア

リの引っ越しは雨」など、動物

関係の言い伝えがあります。

▲幹に直接梅の実が……
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